
平成１６年（２００４年）１１月１０日発行－５－　　（１９９号） 議 会 だ よ り

稲
垣
庸
子
（
市
民
ウ
ェ
ブ
）

　

�
多
く
の
市
民
が
愛
着
を
持
つ

野
川
が
枯
れ
て
い
る
。
原
因
を
市

は
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

　

環
境
政
策
課
長　

降
雨
量
の
異

常
な
少
な
さ
に
加
え
、
農
地
や
緑

地
の
減
少
な
ど
複
合
的
な
原
因
と

考
え
る
。

　

�
雨
水
と
汚
水
を
一
緒
に
処
理

場
に
運
ぶ
合
流
式
の
下
水
道
を
分

流
式
に
す
る
こ
と
、
市
内
の
用
水

路
を
復
活
し
て
玉
川
上
水
か
ら
水

が
流
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
な
ど

考
え
ら
れ
る
が
、
様
々
な
課
題
も

あ
り
、
す
ぐ
で
き
る
こ
と
で
は
な

い
。
市
民
が
で
き
る
こ
と
と
し
て
、

雨
水
浸
透
ま
す
が
普
及
し
て
い
る

が
、
さ
ら
に
雨
水
貯
留
を
積
極
的

に
進
め
る
必
要
が
あ
る
。
地
下
水

を
含
む
水
道
水
で
な
く
水
ま
き
な

通
年
予
算
を
３
回
否
決
・

暫
定
予
算
に
市
民
が
激
怒

雨
水
貯
留
を

進
め
る
た
め
に

ど
に
雨
水
を
活
用
し
た
い
。
そ
こ

で
、
雨
水
貯
留
を
進
め
る
た
め
に
、

市
民
が
見
て
歩
け
る
よ
う
に
、
形

の
違
う
貯
留
タ
ン
ク
を
各
公
共
施

設
に
設
置
で
き
な
い
か
。

　

環
境
政
策
課
長　

雨
水
貯
留
は

地
下
水
保
全
条
例
に
も
載
っ
て
い

る
の
で
、
主
に
専
門
家
会
議
で
検

討
す
る
。
庁
内
で
も
検
討
し
た
い

の
で
、
要
望
と
し
て
お
聞
き
す
る
。

■
そ
の
他
に
、
�
生
物
多
様
性
の

観
点
で
公
園
の
樹
木
の
適
正
管
理

を
進
め
る
こ
と
の
必
要
性
�
異
世

代
交
流
の
有
効
性
に
つ
い
て
指
摘

し
た
。

乳
幼
児
医
療
費
無
料
化
制

度
と
介
護
保
険
の
改
善
を

伊
藤
隆
文
（
自
民
党
小
金
井
）

　

な
ぜ
小
金
井
市
だ
け
が
こ
ん
な

事
態
に
。
野
党
は
長
年
の
市
民
願

望
の
武
蔵
小
金
井
駅
南
口
街
づ
く

り
に
反
対
で
、
今
年
度
予
算
を
３

回
も
否
決
し
市
民
が
激
怒
。
議
会

解
散
が
必
要
だ
と
。
国
分
寺
市
は

街
づ
く
り
の
た
め
に
予
算
可
決
。

国
立
市
で
自
民
党
は
野
党
だ
が
予

算
に
賛
成
し
た
。
�
な
ぜ
小
金
井

市
予
算
は
３
回
も
否
決
。
�
武
蔵

小
金
井
駅
南
口
街
づ
く
り
は
駅
前

広
場
を
都
が　

億
円
で
９
倍
広
げ

６０

る
。
今
年
度
国
と
都
の
約　

億
円

３２

の
補
助
金
を
不
要
と
野
党
は
国
に

街
づ
く
り
を
認
め
る
な
と
陳
情
し

た
が
代
案
は
な
い
。
�
街
づ
く
り

で
市
民
生
活
向
上
の
効
果
は
大
き

い
。
例
え
ば
地
震
被
害
を
最
小
に

で
き
る
。
国
や
都
が
支
援
す
る
今

が
チ
ャ
ン
ス
。
�
予
算
否
決
で
地

方
分
権
化
競
争
に
市
の
発
展
が
更

に
遅
れ
な
い
か
。

　

市
長　

�
再
開
発
は
市
民　

年
４０

来
の
悲
願
で
通
年
予
算
可
決
は
必

要
。
�
国
や
都
の
支
援
に
応
え
る
。

　

街
づ
く
り
担
当
部
長　

�
南
口

駅
前
広
場
は
都
が
負
担
。
国
・
都

の　

億
円
補
助
金
は
執
行
困
難
に
。

３２
�　

階
建
て
ビ
ル
は
耐
久
性
優
れ
、

２５
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
救
助
が
可
能
。

　

企
画
財
政
部
長　

�
第
三
次
基

本
構
想
の
七
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
約

　

億
円
総
事
業
費
の
約　

％
を
国

６０９

４０

と
都
に
補
助
金
要
求
が
必
要
。

関
根
優
司
（
日
本
共
産
党
）

　

�
乳
幼
児
医
療
費
無
料
化
は
市

民
の
強
い
願
い
で
あ
り
、
三
多
摩

全
体
と
し
て
も
段
階
的
に
所
得
制

限
撤
廃
の
方
向
に
あ
る
。
日
本
共

産
党
は
乳
幼
児
医
療
費
無
料
化
の

所
得
制
限
を
３
歳
未
満
児
ま
で
と

す
る
条
例
案
を
準
備
し
て
い
る
。

市
に
対
し
て
一
日
も
早
い
実
施
を

求
め
る
。

　

市
長　

平
成　

年　

月
を
実
施

１７

１０

の
時
期
に
し
て
い
る
。

　

�
�
国
の
介
護
保
険
改
正
の
方

向
は
、
要
支
援
・
要
介
護
度
１
を

切
り
捨
て
る
も
の
。
ま
た
、
こ
れ

ま
で
国
や
都
の
補
助
金
を
得
て
い

た
事
業
を
無
く
し
、
市
の
事
業
と

し
て
介
護
予
防
事
業
を
行
う
こ
と

と
し
て
い
る
。
要
支
援
と
要
介
護

１
の
人
で
、
現
在
介
護
保
険
を
利

用
し
て
い
る
人
の
約
半
数
に
な
る
。

こ
の
か
な
り
の
部
分
が
介
護
保
険

を
利
用
で
き
な
く
な
る
と
い
う
こ

と
は
、
制
度
の
根
幹
を
ゆ
る
が
す
。

市
と
し
て
強
く
国
に
反
対
せ
よ
。

�
保
険
料
利
用
料
の
減
免
が
他
市

に
比
べ
遅
れ
て
い
る
。
拡
充
せ
よ
。

　

市
長　

�
要
支
援
・
要
介
護
１

の
人
た
ち
が
、
自
立
に
向
け
て
い

く
方
向
を
と
る
べ
き
。

　

福
祉
保
健
部
長　

�
利
用
料
負

担
の
低
所
得
者
対
策
の
抜
本
的
措

置
を
国
に
要
望
し
た
い
。
保
険
料

の
負
担
は
現
在
５
段
階
で
あ
る
が
、

段
階
を
増
や
す
検
討
を
す
る
。

交
通
不
便
地
域
の
要
求
に
沿
う

コ
コ
バ
ス
施
策
を

板
倉
真
也
（
日
本
共
産
党
）

　

�
�
コ
コ
バ
ス
新
規
２
路
線
の

運
行
開
始
時
期
の
見
通
し
は
。
�

コ
コ
バ
ス
で
カ
バ
ー
で
き
な
い
交

通
不
便
地
域
に
対
し
て
、
武
蔵
野

市
の
レ
モ
ン
キ
ャ
ブ
事
業
の
よ
う

な
対
策
を
具
体
化
す
べ
き
。

　

防
災
交
通
課
長　

�
地
元
と
の

協
議
の
状
況
に
も
よ
る
が
、
来
年

の
３
月
く
ら
い
に
運
行
を
開
始
で

き
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。
�
経
費

が
莫
大
に
な
る
の
で
現
時
点
で
は

非
常
に
難
し
い
。
今
後
は
他
市
の

事
例
な
ど
も
含
め
、
公
共
交
通
サ

ー
ビ
ス
を
研
究
し
て
い
き
た
い
。

　

福
祉
保
健
部
長　

�
現
在
策
定

中
の
地
域
福
祉
計
画
、
障
害
者
計

画
の
中
に
課
題
と
し
て
盛
り
込
ん

で
、
今
後
の
課
題
と
し
て
受
け
止

め
て
お
き
た
い
。

　

�
小
泉
「
三
位
一
体
の
改
革
」

に
よ
る
、
生
活
保
護
費
の
老
齢
加

算
の
削
減
、
母
子
加
算
の
廃
止
、

国
庫
負
担
率
の
引
き
下
げ
に
対
す

る
見
解
を
問
う
。

　

福
祉
保
健
部
長　

老
齢
加
算
の

縮
減
は
、
高
齢
者
に
と
っ
て
生
活

へ
の
不
安
感
等
、
心
理
的
な
面
に

も
多
大
な
影
響
が
出
て
く
る
と
懸

念
し
て
い
る
。
母
子
加
算
の
見
直

し
は
、
平
成　

年
度
実
績
で
は
、

１５

　

世
帯
く
ら
い
に
影
響
が
出
る
。

３８国
庫
負
担
率
の
引
下
げ
は
、
財
政

的
な
負
担
を
地
方
公
共
団
体
に
転

嫁
す
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

高
齢
者
施
策
の

充
実
に
つ
い
て

斎
藤
康
夫
（
民
主
党
）

　

社
会
保
障
審
議
会
介
護
保
険
部

会
の
見
直
し
意
見
書
で
は
、
介
護

保
険
法
が
制
定
さ
れ
て
か
ら
３
年

間
の
準
備
期
間
で
大
き
な
混
乱
も

な
く
ス
タ
ー
ト
で
き
た
と
評
価
し

て
い
る
。
こ
れ
は
制
度
の
創
成
期

に
介
護
保
険
事
業
所
が
努
力
を
惜

し
ま
な
か
っ
た
結
果
で
あ
る
。
今

後
の
見
直
し
に
あ
た
っ
て
、
小
金

井
市
は
事
業
者
に
対
し
て
も
責
任

あ
る
態
度
を
と
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
�
意
見
書
の
作
成
に
あ
た

っ
て
、
小
金
井
市
は
ど
の
よ
う
に

関
わ
っ
た
の
か
。
�
予
防
介
護
も

必
要
だ
が
、
小
金
井
市
独
自
の
事

業
と
し
て
、
心
の
ケ
ア
を
行
な
う

べ
き
で
は
な
い
か
。
�
介
護
保
険
、

医
療
サ
ー
ビ
ス
等
総
合
相
談
窓
口

が
必
要
で
は
な
い
か
。

　

福
祉
保
健
部
長　

�
保
険
者
の

代
表
と
し
て
、
大
阪
府
守
口
市
長

が
参
加
し
て
い
る
。
ま
た
、
全
国

市
長
会
を
通
じ
て
、
財
政
措
置
を

は
じ
め
様
々
な
要
望
を
出
し
て
い

る
。
�
「
傾
聴
」
の
重
要
性
を
再

確
認
し
、
社
会
福
祉
協
議
会
に
担

当
職
員
を
配
置
し
て
情
報
提
供
、

講
座
の
開
催
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

登
録
を
行
な
っ
て
い
る
。
�
地
域

型
在
宅
支
援
セ
ン
タ
ー
を
市
内
３

か
所
に
設
置
し
て
い
る
。
現
体
制

を
強
化
す
る
方
向
で
対
応
す
る
。

■
そ
の
他
に
「
特
色
あ
る
教
育
活

動
」
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の

運
行
に
つ
い
て

渡
辺
大
三
（
民
主
党
）

　

�
Ｃ
ｏ 
Ｃ 
ｏ
バ
ス
に
つ
い
て
。

�
野
川
南
側
に
ワ
ン
ボ
ッ
ク
ス
サ

イ
ズ
の
ミ
ニ
Ｃ
ｏ 
Ｃ 
ｏ
バ
ス
を
運

行
し
、
正
規
路
線
へ
の
乗
り
継
ぎ

券
を
発
行
、　

円
で
乗
れ
る
よ
う

１００

に
で
き
な
い
か
。
�
北
側
は
、
武

蔵
小
金
井
駅
か
ら
東
小
金
井
駅
に

向
か
っ
て
逆
時
計
回
り
に
な
っ
て

い
る
。
南
側
は
、
東
小
金
井
駅
か

ら
武
蔵
小
金
井
駅
に
向
か
っ
て
時

計
回
り
に
し
て
、
住
民
の
利
便
を

図
れ
な
い
か
。

　

総
務
部
長　

�
多
摩
市
で
「
乗

り
タ
ク
」
試
運
転
と
の
記
事
が
あ

っ
た
。
状
況
を
見
極
め
た
い
。
�

今
の
と
こ
ろ
そ
う
考
え
て
い
る
。

　

�
ム
ー
バ
ス
（
武
蔵
野
市
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
）
の
武
蔵
境
駅

―
東
小
金
井
駅
間
の
運
行
に
つ
い

て
。
�
武
蔵
野
市
か
ら
話
が
あ
っ

た
の
は
い
つ
か
。
�
武
蔵
野
市
で

は
、
地
域
や
商
店
の
方
々
に
情
報

を
知
ら
せ
、
意
見
を
求
め
て
い
る
。

小
金
井
で
は
、
全
く
話
が
な
い
ま

ま
了
承
と
な
っ
た
の
か
。

　

総
務
部
長　

�
今
年
の
４
月
だ

っ
た
。
�
商
店
街
、
タ
ク
シ
ー
会

社
は
、
客
が
少
し
落
ち
る
だ
ろ
う

と
想
定
は
つ
い
た
が
、
そ
れ
を
聞

い
て
い
く
と
、
暗
礁
に
乗
り
上
げ

て
、
１
年
先
の
運
行
と
い
う
結
果

に
な
る
。

　

市
長　

�
丁
寧
に
情
報
を
提
供

す
べ
き
だ
っ
た
。
申
し
訳
な
い
。

台風で渇水に一息（１０月１５日）地球に優しい天然ガス車ＣoＣoバス

在宅介護支援センターがあるつきみの園（中町二丁目）


